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ヘミングウェイの『エデンの園』を
フェミニズムの視点から読む（前）
































の仕事をやり遂げいている（Jenks probably performed his job as well as nearly anyone
 
but Hemingway himself could have done）」（261）と主張する、フレミング（Robert E.
Fleming）のような高い評価もある。しかし一方で、モデルモグ（Debra Moddelmog）のよ
うに、ジェンクス版の『エデンの園』は、「人気のある商品化されたヘミングウェイのイメー
ジにそって（in accord with the popular, commodified Hemingway）」（59）編集されてい
るから、「ジェンクス版はヘミングウェイが書いた本だとは主張できない本である（Jenks’s
 

































































































































































「どのくらい黒くなりたいのか（How dark are you going to get?）」と、デイヴィッドに














めいた感じがするわ（But it feels like an animal.）」（47）と語っているからだ。さらに、


































「身体中を黒くしたい（I want every part of me dark.）」（30）理由として、「わたしがだん
だん真っ黒になってゆけば、あなたは興奮しないかしら（Doesn’t it make you excited to
 
have me getting so dark?）」（30）と言っているからだ。黒い肌は、夫のデイヴィッドを興奮
させるはずだから、肌を黒く焼きたいのだと語っている。また別の場面では、キャサリンは、











ほうとうなの （“Is it true that Somali women have ways of holding a man so he can
 









































































「色白の女（the very fair one）」（103）と呼んでいる。
キャサリンは、色白の女だから、意識的に黒くなろうとしている。ところが一方、マリータ
は、キャサリンによって、「ダークな娘（a dark girl）」（103）と呼ばれている。また、デイ
ヴィッドも、マリータのことを「ダークな美しい人（the dark handsome one）」（95）とか、



















きめの細やかさは、ほとんどジャワ人だった（her coloring and the unbelievable smooth-









また一方で、デイヴィッドは、マリータを「小動物のようだ（like a small animal）」
（236）と見なしている。また、海岸にいる全裸のマリータを見て、「アザラシのようだ（You
 










つねに連想が働く（the associations constantly made between darkness and desire, dark-
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